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統計分析は客観的なデータ処理法であり、数学

の手法を用いてデータを解析して数値上の性質や

規則性などの情報を提供する。経験的に得られた

ばらつきのあるデータから、偶然の変化（誤差）

なのか、何か意味ある変化なのか、を確率で判断

する。なかなか起きにくい確率とする５％や１％

の領域に入ると、これは何かあるぞ、普段と違う

と警戒するわけである。代表的なものとして、相

関分析、ｔ検定、分散分析、カイ二乗分析などが

ある。判断のもとになる確率の分布が、処理の種

類により異なるので、それを使い分ける必要はあ

るが、これらはみんな親戚関係にある。

図１A 散布図A 図１B 散布図B 図１C 散布図C
（相関が強い） （相関は無い＝x、y軸は独立）

図２A ｔ検定A 図２B ｔ検定B 図３A 分散分析A 図３B 分散分析B
（有意差あり） （有意差なし） （有意差あり） （有意差なし）

図４A カイ２乗分析 図４B カイ２乗分析
（有意差あり） （有意差なし）
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１．相関分析

まず、データが得られると、散布図や階級に分

けてヒストグラム（度数分布図）にまとめられる。

散布図を例に示すが（図１A、図１B、図１C）、

これは横軸（x）および縦軸（y）が調査項目（変

数）に対応して値が配置される。身長、体重など

の間隔・比率尺度、（順序尺度）のデータが該当

する。その際に、よく使われるのが相関分析であ

る。これは、２変数間の関係を分析する方法で類

似性の度合いを相関係数という数値で示す。変数

間の関係を調べることは頻繁にあり、２つのデー

タの関連性が強ければ相関係数は１に近づき、関

連性が低ければ０に近づく。この相関を判断する

相関係数検定表はｔ分布表をベースに作られてい

る。

２．ｔ検定

横軸の項目について２つのレベルに分けると

（背の高い群と低い群などと）、ｔ検定になり、縦

軸は間隔・比率尺度のままで横軸は名義尺度とな

る。２組のデータ群に違いがあると言っていいの

かを判断する。すなわち２群の平均値の差が個々

のデータのばらつきの主要な原因になっているの

かどうかをｔ分布に照らしてみて、その差があり

うる値なのかをチェックするのである。図２Aは

有意差あり、図２Bは有意差なし、の状況を表現

している。また、ｔ分布は正規分布の近似である。

３．分散分析

横軸の２つのレベルだけでなく３つ以上にする

と分散分析と呼ばれるものになる。単なる違いだ

けでなく、少し詳しい分析ができる。何が影響し

ているかがわかるようになり要因間の相乗効果も

判定することができる。データのばらつき（誤差）

が、偶然伴ってでてくる意味のないばらつき（誤

差変動）なのか、要因によって変化した意味のあ

るばらつき（要因による変動）なのかを判定する。

ばらつきの大きさの比をとり、F分布と呼ばれる

確率分布に照らして、要因の効果を判断する。要

因によるばらつきが誤差に比べて大きければ、要

因による影響があるとする。図３Aは有意差あり、

図３Bは有意差なし、の状況を表現している。ま

た、F分布は下記のカイ２乗分布から得られる。

４．カイ２乗検定

今度は、縦軸も単純化して２つのレベルに分割

すると、カイ２乗検定あるいは独立性の検定、適

合度の検定と呼ばれるものになる。データが予測

される割合通りになっているか、あるいは偏りが

あるのかどうか、２つの変数についての集計表（分

割表）にある偏りがそれぞれに関連しているのか、

を判定する。図４Aは有意差あり、図４Bは有意

差なし、の状況である。参照されるのがカイ２乗

分布であり、正規分布がベースになっている。つ

まり、ここで挙げた確率分布はすべて正規分布と

つながっている。

５．考察

さて、どれをとってもデータのばらつきや偏り

という言葉（分散とも呼ばれる）が現れた。デー

タのばらつきがなければ何も言えない、情報がな

いということになる。データが１か所に（同じ値

に）固まっていたり、均等に分布していたりする

と抽出する情報がないことになる。データにはば

らついていて欲しい。情報を得たい者にとっては、

むしろ癖のある分布の方がありがたい。ばらつき

があって初めて関心がもたれ、そのばらつきがど

のような要因で起きるのか、それを確率で判断し

ていく。そして、有用な知見（情報）が見つかる
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のである。

こう考えていくと、人間社会も同じではないか。

いろんな特徴や意見を持つ人がいて、お互いの足

りないところを補いあい、またそれだけでなく、

普段は目立たなくとも、イザという時には俄然活

躍することになる。そのような具合で人間社会が

成り立っていく。環境が違う、性格が違う、価値

観が違う、目指すものが違う、行動が違う、好き

なことが違うなど様々な人がいた方がいいのでは

ないか。自分では経験できなかったことや考えに

至らなかったことなどに触れて、刺激を得ること

ができ、世界観が広くなる。さまざまな個性は豊

かな情報をもっているのである。自分とまったく

同じ人間ばかりだとどう感じるだろうか。少なく

とも面白味はない。他人と同じでないことを喜ぶ

べきであり、違うところで自分の良さを発揮でき

る。統計学に触れて、はからずも個性尊重という

理念を深めることができた。
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